
アクセラノート １ 起動

タスクバーのWindowsボタンから
AxelaNoteを左クリックし、起動し
ます。

書き込み対象のPDFもしくは画像を
ドラッグ＆ドロップします。

緑色のプログレスバーが表示されま
す。この処理は3～6秒で終了します。

AxelaNoteが起動します。
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【別の起動方法１】
axlファイルをダブルクリックします。
同じフォルダに対応するPDFもしく
は画像ファイルがあると自動的にそ
れらも表示します。
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AxelaNoteとは
AxelaNoteは半透明で動作する書き込みソフト。PDFと画
像に書き込むことができます。

元のPDFに編集制限があっても書き込める、元のPDFを書
き換えない、元のPDFの表示が絶対に崩れない、出力した
PDFは印刷可能になるなど、他のPDF書き込みソフトにな
い特徴があります。

画像に書き込む場合は、画像をAxelaNoteが表示するので
前提となるソフトは不要です。

AxelaNoteご活用情報

操作

クイックガイド
ver1.3

メニューから設定をクリックする
と、詳しい操作手順書やよくある
ご質問を確認することができます。

ヘルプ よくあるご質問 お問い合わせ

よく寄せられるお問
い合わせとその対応
方法を公開していま
す。

操作説明書のページ
です。

TransRecogに技術
的な質問や要望を伝
えます。

書き込み部分は独自形式のaxlファイルとして保存します。

PDFや画像と書き込みを統合して新たなPDFや画像を生成
することができます。書き込んだテキストをCSVファイル
として一覧出力することもできます。

議事録.pdf.axl.pdf
議事録.pdf

議事録.pdf.axl.csv 議事録.pdf.axl.jpg

議事録.pdf.axl

■PDFに書き込む場合

写真.jpg.axl.pdf
写真.jpg

写真.jpg.axl.csv 写真.jpg.axl.jpg

写真.jpg.axl

■画像に書き込む場合

• ブラウザから直接参照する場合は、以下URLを入力してください。
https://www.transrecog.com/axelanote/
活用事例などを載せたブログはページ上部に、関連情報はページ下部にリンクがございます。

保存と出力

独自ビューア

ペンが書けないときは

設定で「タッチで描画する」に
チェックをつけてください。

https://www.transrecog.com/axelanote/


３ 保存

メニューから「保存」ボタンを左ク
リックし、axlファイルを保存します。

AxelaNote設定にて「CSVファイル
を保存する」をONにすると、CSV
ファイルも出力されます。

書類.pdf.axl.csv

４ PDF・画像出力

メニューから「PDF」ボタンを左ク
リックし、 PDFや画像ファイルを出力
します。

書類.pdf.axl
書き込みがaxlファイル
として保存されます。

書類.pdf.axl.pdf

元PDFや元画像と書き込みが
統合されて出力されます。

※axlファイルはAxelaNote独自
フォーマットの書き込みファイルです。

２ 書き込み

図形を描きます１

実線

矢印

四角

円

チェック

画像

スタンプ

縁取りなし文字

縁取りあり文字

定型語句

フリーハンド

テキストを書きます２

分類と自動連番を書くときはテキスト
ボックスの項番ボタンをクリックしま
す。

登録済みの語句を書くときは定型語句
ウインドウでダブルクリックします。

分類集計をダブルクリックすることで、
分類毎の集計を書き出すことができま
す。

文字間隔を調整するときは、テキスト
ボックスの＋－ボタンをクリックしま
す。

タブレットペン向け機能

移動や変形をします３

右クリックでグループ化や整列がで
きます。

線は四角や画像と連結できます。連
結すると連結部に マークが表示さ
れ、移動しても追従するようになり
ます。

ドラッグで移動ができます。

～ を繰り返して書き込み
を行います。
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５ 終了

SHIFTキーを押しながら書くと、まっ
すぐに書けます。

CTRLキーを押しながら書くと、連結
しないようになります。

オブジェクトをクリックすることで選
択できます。

右上の×ボタンをクリックします。

登録済みの分類をカウントします。

分類と項番形式の
変更は設定から

選択すると色や太さを変更できます。

なにもないところからドラッグするこ
とで範囲選択ができます。

右クリックで登録や
変更もできます

テキスト書き込みの内容や
位置が出力されます。
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